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第第 2277 回回（（平平成成 2222 年年度度第第 55 回回））臨臨床床試試験験実実施施セセミミナナーーののごご案案内内  

（（病病院院臨臨床床試試験験管管理理セセンンタターー・・大大学学医医学学研研究究科科共共催催））  

日 時 ： 平成 22 年 11 月 30 日（火）17：15～18：00  

場 所 ： 病棟・中央診療棟 3 階 大ホール 

演 題 ： 「今、研究に求められる倫理性」 倫理審査委員会 委員長 

                        公衆衛生学分野 鈴木 貞夫 教授 

 

【 編 集 後 記 】 

ICMJE のホームページに利益相反報告書の様式があります！

ICMJE（International Committee of Medical Journal Editors）の利益相反報告書とは・・・

現在、研究者が論文を学術雑誌等に発表する際、研究内容についてバイアスの可能性の有

無を明らかにするために、雑誌の編集者側は論文の著者に対して利益相反の可能性について

質問したり、利益相反の可能性を論文の投稿と共に申告することを求めています。 

しかし、この質問したり、申告させたりする方法が雑誌により大きく異なっています。こ

のため医学雑誌編集者国際委員会（ICMJE）は、電子版の利益相反開示統一書式を開発し、

2009 年 10 月より ICMJE のウエブサイト（http://www.icmje.org）にて一般公開しています。

この統一書式は英語であるため、英語を母国語としない人のための用語集や本書式を理解

するための翻訳ガイドラインも現在作成中となっています。このような報告書式の標準化

は、生物医学研究者たちの負担を軽減し、医療を改善する研究を推進しやすくする一助とな

っています。                         （CRC 嶋野 佳代）

トピックス 

本号では、「現在募集中の試験」を掲載させていただきました。日本発の新薬開発は国を挙げての目標と

なっています。これまで以上に、治験に参加される方々にとってより良い環境でご参加いただけるよう努め

ていきます。今後ともご理解・ご協力をお願い致します。 


